
 

○扶桑町図書館の設置及び管理に関する条例 
（昭和62年3月24日条例第5号） 

 （趣旨） 
第１条 この条例は、図書館法（昭和25年法律第118号。以下「法」という。）第10
条及び地方自治法（昭和22年法律第67号）第244条の2の規定に基づき、扶桑町図
書館（以下「図書館」という。）の設置及び管理について必要な事項を定めるも
のとする。 

 （設置） 
第２条 町民の教養、調査研究、レクリエーション等に供するため、扶桑町に図書
館を設置する。 

 （名称及び位置） 
第３条 図書館の名称及び位置は、次のとおりとする。 
 名 称 扶桑町図書館 
 位 置 扶桑町大字高雄字福塚183番地の1 
 （職員） 
第４条 法第13条の規定に基づき、図書館に館長その他必要な職員を置く。 
 （管理） 
第５条 図書館の管理は、法及びこの条例の規定に基づき、館長がしなければなら
ない。 

 （図書館協議会） 
第６条 法第16条の規定に基づき、図書館に図書館協議会を置く。 
2 図書館協議会委員（以下「委員」という。）の定数は、10人以内とする。 
3 委員は、次に掲げる者のうちから教育委員会が任命する。 
（1）学校教育の関係者 
（2）社会教育の関係者 
（3）家庭教育の向上に資する活動を行う者 
（4）学識経験のある者 
4 委員の任期は２年とする。ただし、再任を妨げない。 
5 委員が欠けた場合の補欠委員の任期は、前任者の残任期間とする。 
 （入館の制限） 
第７条 館長は、次の各号のいずれかに該当する場合は、入館を拒否し、又は退館
を命ずることができる。 

（1）他人に危害を及ぼし、又は他人の迷惑となる物品若しくは動物の類を携行する
者 

（2）公の秩序又は善良な風俗を乱す恐れがあると認めた者 
（3）その他管理上支障があると認めた場合 
 （損害賠償） 
第８条 図書館の利用者は、図書館資料及び設備等を亡失又はき損したときは、そ
の損害を賠償しなければならない。ただし、館長が損害を賠償させることが適当
でないと認めたときは、この限りでない。 

 （委任） 
第９条 この条例に定めるもののほか、必要な事項は、教育委員会規則で定める。 
 
  附 則 
 この条例は、昭和62年7月25日から施行する。 
  附 則 
１ この条例は、平成24年4月1日から施行する。 
２ 改正前の扶桑町図書館の設置及び管理に関する条例（以下「条例」という。）
の規定に基づき委嘱された図書館協議会委員については、改正後の条例の規定に
基づき図書館協議会委員に委嘱された者とみなす。 
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